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特集II:有 賀喜左衛門と社会学

歴史学― 民俗学― 社会学の連続線

有末 賢

 三田社会学会1999年 度大会の シンポジウム 「有賀喜左衛門 と社会学」 の司会 を川合隆男先

生か ら依頼 され た ときは、一 瞬た じろ ぐ感 じが したのは事実である。社会学研 究科 在籍 中、私

は有賀先生の授業 に出席する機会があ りなが ら、実際 には継続 して履修 は しなか った とい うい

ささかほろ苦い経験があるためか、有賀喜左衛 門の社会学に正面 か らぶつか っていった とい う

経験 や 自覚 はない。 しか し今 回の シンポジウムは全体 と して、報告者の諸報告 も充実 していた

し、討論者か らの発言 も世代や問題 関心の多様 さを反映 して、 とて も多彩 な印象が感 じられた。

討論者 の中筋直哉氏 と三浦直子氏だけが、実際 の有賀喜左衛 門先生 とはお会い していない世代

であるが、私 自身も柄澤行雄氏 とほぼ同学年 であったが、柄澤氏が在学中、必ず有賀先生の授

業には出席 していたの と比べ ると、「狭 間」 の世代 あた りに位置 しているのか もしれない。

 私 の印象で は、三田の社会学研 究科 で中井信彦先生 と有賀喜左衛門先生は、それぞれの専門

分野は歴 史学(社 会 史)と 村落社会学(農 村社会学)で 異なっていたが、柳 田國男 の民俗学 を

間には さんで、歴史学 一民俗学 一社会学 のいわば 「連続線上」 を形成 していた ように思 えるの

であ る。中野卓氏が報告の中で も強調 していた ように、「有賀 は、対象 とす る社会 を常 に歴 史

的現実 とした」 とい う点は、今 日の現代社会学 の状況 を考える際 に、重要な ヒン トとなる。つ

ま り、 日本の社 会的現 実 を社会学 的な実証研 究の対象 として設 定 してい く場合 に、「歴 史学 一

民 俗学 一社 会学 の連続線」 とい う研 究の系譜 ・方法 は、つい最 近 まで は確 実な もの として存在

していたわけであ る。 しか し、今 日の社会学 に進 もうとする学徒 たちの研 究の方法や系譜 をみ

る と、哲学 もあれば、認識 論、言語論 、文化研 究(カ ルチ ュ ラル ・ス タデ ィーズ)、 コミュニ

ケー シ ョン研 究、 地域研 究 な ど例 え実 証研 究 と言 え ども、 「歴 史学 一民俗 学 一社会学 の連続

線」 を意識することなどほとん ど少な くなっているのではないだろうか。

 私 自身は、生活 史(ラ イフヒス トリー)研 究の途上 で、有賀喜左衛 門の 「生活把握」 や 「生

活組織」 などの諸概念 を吟味する必要性 を特に感 じた。既 に鳥越皓之 「有賀理論 における生活

把握 の方法」(同 『トカラ列 島社会の研究』所収,381-410頁,御 茶 の水書房,1982年)や

桜井厚 「有賀理論の方法的基礎 と生活史研 究」(柿 崎京一 ・黒崎八州次良 ・間宏[編]『 有賀喜

左衛門研 究一人間 ・思想 ・学 問一』所収,171-209頁,御 茶の水書房,1988年)な どの業績

があ る し、今 回の報告で も平野敏政氏がその点については指摘 してお られた。私 自身は最近、

「生活誌研 究 と奥井復太郎」(川 合隆男 ・藤 田弘夫編著 『都市論 と生活論の祖型 一奥井復太郎

研究」所収,137-158頁,慶 庶義塾大学 出版会,1999年)に おいて、奥井復太郎 が好 んで使
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った 「生活基盤(社 会組織)一 生活体系 一生活理念」 とい う諸概念 の結 び付 きは、おそ らく有

賀喜左衛 門の生活組織や生活意識の概念か ら影響 を受 けたもの と考えている。平野氏が指摘 し

ている とお り、有賀の生活組織 の概念 は 「全体 的相互給付関係」 と称 される生活 における 「全

体性」 に比重が置かれていた。奥井復太郎 も都市 の総合 インテ グレーシ ョンや生活設計、社会

計画な どに向かってい ったの も、この ような 「生活の全体性」 に興味 を引かれていたか らでは

ないか と思 われる。生活 史(life history)や 生活誌(life-graphy:造 語)も また人間の生活 ・

生涯の全体性 に興 味を強 く持 っている。有賀は、生活外形 としての物や民具 や美術 品な どか ら

も生活全体 を推 し量 り、また経済的な 「小作料」の原義か らも社会関係 を考察する という 「特

殊」 か ら 「普遍」に至 る全体的 な経路 を常 に見つめ続けて きた。有名 な岩手県二戸郡 荒沢村石

神の大家族 を中心 とした集落内のモ ノグラフ研究 は、有賀が 「日本 の家 と村」 を代表する対象

と して、この石神の旧家 を集 中的 に調査 するこ とか ら生活の全体像へ と向か ってい くわけであ

る。 「個別性」 はその究極の歴 史的祖型 を求めてい くこ とで 、やが て 「普遍性」へ と通 じる、

と言 う確信の ようなものが有賀 にはあったのではないだろうか。

 柳 田國男 もまた、 「一 国民俗学」か ら出発 しなが ら、普遍 の学 としての民 衆の学 問を 目指 し

ていた。 中井信彦が指摘 したよ うに、柳 田に とって は 「一 回性 のない歴 史学」(も う一つの歴

史学)で あ り、民俗学 とい う名称 にこだわ らなければ、「柳 田学」 と呼 んで も良いのか もしれ

ない。有賀喜左衛 門の学問 も、一般 的には 「有賀社 会学」 と総称 されているが 、 これ も 「歴史

学 一民俗学 一社会学 の連続線」 を 「知 の地平」 として、その全体像 を投 影 してみる と、 「有賀

学」 と呼 んで も良いか もしれない。奥 井復太郎の学問 は、 日本都市学会の創設者 とい う意味で

「都 市学」 とい うカテ ゴリーで見る こともで きる。 しか し、「柳 田学」や 「有賀学」や 「奥井

都市学」 な どの名称が問題 なのではない。私が言 いたいの は、それぞれの巨人 たちが、学 問に

対 して、 自らの 「生 き方全体 」 で対峙 した とい う姿 勢 の問題 であ る。 そ う した 「生 活=生

(life)」全体の統合が 、彼 らの学問の姿 だったのではないだろ うか。

 有賀喜左衛 門 も奥井復太郎 も生活 史研究 を自ら志 した人 ではなか った。む しろ、中井信彦の

方が 『色川三中の研 究』[伝 記篇,学 問 と思想篇](塙 書 房,1988年)に お いて、社会 史と し

ての生活史研 究 を展 開 してい る。 しか し、有賀先生の弟子 としての 中野卓氏 をは じめ として、

鳥越皓之氏や桜 井厚氏 な どが皆、 ライフ ヒス トリー研 究 を手掛 け られてい るの を見て も、有賀

喜左衛 門 と生活史研 究の 「連続線」は見え隠れす る補助線 として非常 に重要な ものであるよう

に考え られ るのであ る。そ して、その補助線 はおそ らく 「歴史学 一民俗学 一社 会学」 の連続線

か ら引かれているのではないかと思 われる。 自らの ライフヒス トリーの 自己反省を媒介 として、

他者の生活へ の 「まなざ し」 を歴 史的 に向けてい く時、生活史への視角(パ ー スペ クテイヴ)

が生 まれて くるもの と考 えられ るのである。

                          (ありすえ けん 慶慮義塾大学法学部)
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